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 ワカメの加工

製造.部

 本年の養殖ワカメは生国的に不作が伝えられ七いる;本県の場合も高水温に災

 いされ減収は免れ得ない状態にある。天然ワ≠一メについゼ岨豊凶何咋とも判定し

 難い.、

 一方鷹I要I面にIあら一では一・昨年の豊作が影響し新ワカメの時期を迎えた今一戸・依
 然と一し・そ越年ワカメが店頭を飾る・尊いさムーか供・給過多の様相がみられ,生産費の

 増加に一もふふわらす価格=の高騰`工望争薄い吟一の'と予想さ札る。I
 ワーカメの加工法は種々様々で一,各地セ行・准』れ名乗キラカタb麻特産晶的性格

 を帯びた島根の板ウーカーメ,'茨城'のもみワカメ。徳島の鳴戸'ワカメ笥,数1-0種に
 及ぶ.が,これ等総七生産者σ〕たゆ玄虹努力により今日'の名声を集い.た垂のである。

 本県のワカメ加工は,従来天然物だよる素干一製造だけで一.その方法は刈取った

 ワカメを洗溝し一.一纏鋲け叉は地子する方法で極めて粗雑な加工法に依存している

 が,現今あ清勢は消壷者癌択権が強く,一上級品のみが諸要の対照に変一り'一つふある。.

 そこで我人はI従来の一観念に促われず加工技術を一改善し,良質の製品・を供給し得

 ・る努力が要求さ丸る。'.よって.,早急に改善を必要とする素ギワカメの製法につい

 て一先進地σ〕疲法を紹介すると共に。羊の他のワガーメ加工法を記述'し参考に供する
 こと一にした。一

 本京産ワカメの1種釦∵

 ○長島ワカメー:通称北方血一と呼ばれ,一長笠で葉一体の中込みが大きく,そd切込み

 は中肋に接近している。

 ○阿久根ワカメ':I通称南方理と呼ばれ・短萎で葉体例切込みIは浅く・その切込み
 ほ中1肋よ.り・姦い。一・

 §素干ワ弟メの証法

 1,原藻'・

 一厚藻一は出来ちだ合老成一し=た、'物が良“が,葉体善ポ4-0㍍以下の'ものほ商品
 価値が劣るのでこれ以上のものが良い。作業は早朝に原藻を刈取り午前中に



 乾燥に移るよう手早く・操作する。・

 2・酢樵

 海水にて充分に行なう。特に養殖ワカメの場合ハマトビムツの棲管(一湾内物

 ・に:多い斗及岬泥等付師も^㍗竺来る・鮒。入念に行一㍑
 …;・≡乾蜂・
 (一)乾燥方法には掛干しと用干しがある。掛千しは図1の如く,阿久根,長.島.

 で二普通作行な紅㍗ム縄掛け.隼蟄サてあり,用干しは図2の如く華部を縄目
 ..に挟み込む・牟,・歯付洗濯バサミ等で吊す方橡で品一質上は昂.干し.が良く。掛干

 しの場合ワカメ歩二.ツ折.り.になり・・.折貝が厚く且つ・裏面の乾燥度が遅れ・る.た
 。一や、乾燥。牛.ラ。による牽色並びに。葉が拡がろ.等の障害ム。.乾燥後のワカタを棒

 状午停.ぱ.す時折咋易く・品質上香ばしくない㌧

 こ箏吊†・い羊乾竿も平・く.・一折即恐れも少・な㌧
 、!グ綿工程～最初洗い上れ物を・葉:先を・下明し・軍γ妙乾き程度にだ
 .㍗埼・I中卵従裂/中肋Iより・ツ干肘る〕し葉と葉が離せあよ1品り
 二琶えて、乾野。†争。戸の申肱を従裂する.こ牛一にょ・1り乾燥も早く.=。商品二価値も.向
 ギろ。一神原藻が邸し中肋叫広い物は・中肋を除去する…一.

 ,阿弗燥率は乾し切り一(上乾二〕とする(三㍗判定.は茎部を揮う葉先を上。に皿て。
 折。早箪らない程隼〕・.乾燥軍葉宇傷付けないよ・う・収納し(こ・の・際根元と葉牽
 を交互に顧み重ねる)ムシロ又はシートで祓いあん蒸(乾燥が強過一ぎ牟'幸ぶ

 では,荷造り,運搬時に葉が砕けるのでこれを防ぐため戻しを行准う〕。

 機械乾燥の場合・温度は2.5川30℃が適当でそれ以上・乍た・ると品傷み一が出

 有。.

 (註〕茎の切断は。乾燥前.,乾燥後何れ.で.も良いが,能率酌.には乾燥諭に望

 を1薬着郡;÷一り三・†ミ等で切、g取?・た方が皐・く・乾燥も早い、
壬,選別

 製品を有利に販売するためには厳格な選別が必要であろ。先進県においては

 かなり厳しい規格.を設け,出荷包装に当ってほ等級別に色分仇す一季等意欲・的汰㌧
 活動が杜されているので県産製品についても,漁協単位ある、=は県単位・沈よる

 輝格作声望まれる口・一



 図1掛干し

乾一燥初期.  3～4分乾燥. 中肋縦裂後=

図2  吊干し



 §塩裁ワカメの製法.

 塩蔵ワカメの製法にほ・生ワカメ㌢直接食塩でもみ込んで漬込む方法と・・熱

 湯で湯抜き後,食塩でもみ込む方法とがある。前者は二股酌に行なわれ。製法

 も簡単にして歩留勺牟臭いが。貯蔵申変色し。晶質の低下が敵レいため、貴地

 芙下記湯抜き塩蔵の方法に変りつ二あη,島原地方て三はこの方法でかなりの収

 益をみている。

1,原藻処理

 素干ワカメ同様海氷で尭分法樵水切りする。茎は洗機一前に除去すると良い。
 又,洗樵後原藻を大量に山衝みするとム1ノ易いのでトロ箱等に分散する。

 2,湯抜き

 水切り二役のワカメ1～2切を竹寵に取り、80～90℃に加熱した海水

 ・(あらかじめ下記に・よりξ耳調整〕に寵共に人手ワ予・メを擬秤し恥が宇加熱
 (約S0秒)し.緑変したら直ちに駆り上げ冷海水1=こ投入憲.冷す一る。。

 記……海水丑004当り炭酸ナトリウムジ409。水酸化カルシウ五一一?08

 を添加・…二・PH9.ら。

 (注)ワカメの亀索は・クロロフイ〃甲カロチノイド1～一フコサ;/等・て・特に

 クロ・ロフイルは水分が多く存在し,且つ酸性徊において急速に樋色す

 ㍉㌣て隼泰安定のためブルカり側に㌣い干処理する必要が舳
 このたあ煮熱海水のPHを調整する・.

 3,水切り

 湯平後十分明岬カメ.を帆又ほすのと板叫刷上げ・ピバーツド
 状に山積レ30一～6.p分水切η。・

 色,一次娃もみ一(塩漬〕

 水切り後のワカメ6切に食塩5004をまぶし洗濯板でもみ込み,演樽に

 演㍗一∴1夜一.
51二次塩漬

 .'漬込み1夜後のワカメを布袋に入れ,加圧水切りし,水切りワカメえ8切

 、㍗を∵ん∵㍗∵夜一、∵
 二次塩漬に使用し狂食塩蓋あI/2の食塩を塩賛中・っワカメた遣加(漬樽中に



 て鱗レ外行な1)ム合……漬込洲日1.、.
 ?、・演替出荷
 塩漬終了後のワカタを再度布袋に入れ水切1し.,ボ1〕エ才レン等ふ袋詰一と
 L=て出荷するロ

 ス貯碑の場合は・.水契り後樽詰密封し市暗所に貯蔵する。.

 卵3ら刈ρ.%一
 §湯鉾ワカメ

 .本品は徳島県の名産で昂質鼻く吸湿発考鼓等変質少なき.ため高価に取引される
 が,歩留3%内外と極めて少ないのが欠点である。・.

1,.原藻処理

 、,㌘簑蔵∵製∵∵∵樵㍗で行岬りする[・
 前記塩蔵.ワカメ湯抜の方法に準ずるが,塩蔵と異なり湯抜用水及ぴ冷却に.

 は淡水を使用する。なお冷却中,中肋を縦裂する。

 書・乾・燥..

 冷却水切後のワカメを素干乾燥法に準し壷蝶す～乾鮭.は上乾迄とす札
 (乾燥度は丁船乗手品に比しかなり'早く・.好天半日で上乾晶が得られる。

 §岳ワカメ

 島根県の特産品てミ,同県における全ワカメ生産量の60%余が板ワカメとし

 て加工され.漁連共販によりかなり好調狂売行きをみてい乞。・

 1・.原義
 原藻は成実.葉が形成される童での・若葉が良いが,藻丈4C。倣以上のものが

 歩留,色沢井に良い・又・.内湾性の物はシ・ブ味が強い.ため外洋性の物が良、、

 な・お.,.刈取りよp乾燥迄の工程を急速に行な。う.事が良品生産の秘訣である。

睾,水洗,脱水.

 淡水で2∵3・回流樵する。.洗糠の際は軽くもむように・し一て行・ない.特に浮

 泥雫は完全に除去し水卯す糺水虫は1ス張1一の際葉体の無駄汰接着と作・

 、線イ1着舳㍗∴㍗㍗簡易㍗使用地
 カヤ平はアワ茎を編んだ賛(・・㎝…例・に・賢一杯に葉を拡げて聞

一5一



 隙のないように並べる・〔出率乞だけ棄の重なろ部分は少なくする⊃
 中肋は板ワカメの場合幼ワカメを使用するので除去したい。又,不純物の一

 ∴付着した部分,並びに来桔れ讐珪除去する。

他,乾燥

 乾燥は瞭天の場合約半日で上乾.ど在るが,そのためには日当り,風通しの

 良い場所を選定する。草地は乾燥が遅れ,中肋又は重ね部が赤褒し品質が劣

 る。

 文二.一機械乾燥の場合の温度は30㌧35℃で約?I時間乾燥後50川5'b℃

 1時間の仕上げ乾燥をすると良いd。'I

 ら,包装

 乾燥終了後あワカメは直ちに紫より剥ぎ取り、lo赦づふ紙テープでしぱ

 り'ポリ袋に崩れぬように詰めて吸湿せぬよラ冷暗所に貯蔵する。

 .歩・留10～12%・。

§もみワカメ

 主として茨城県,長崎県地方で生産され,価格もが壮り良いが若干人手を要

 する。・

 こ。の製品は,原、漢水揚から好天の場合約2日で製=rするが,乾燥中5I～出回

 もむ回

1,.原藻処理一

 海水で洗糠後縄掛けし1～2時間乾燥する。・.

2,もみ

 縄掛け乾燥による表面乾燥穫度のもの.をムツ・口上に・取り二'中筋をj2川3に

 裂き葉・と.共に茶をも.む要領にて3・r5分商もみ,・再び縄掛け1乾燥○好天I約

 210一分〕し,2回.目のもみ作業を行なう。2回目のもみ作業は1回目k準ず

 るが中肋を更に細かく裂き再度縄掛け乾燥(約20分〕す礼次に3回目・の

 .も.み吃行佐い,莚上に拡げて乾燥し。,.。更に一4一。.ζ回目のもみを行旅い乾燥製

 .'了.す=Iろ.・。.・..・・..

 .。=。製品1琴..も悔国一致がI多い程良く.,又.,.も'み俸葉を繰.返す事に・よη一円粉〔マン

 ニット〕がふいてくるが。目粉のふい年もの程良品とされている。

 §。..鳴戸ワカ・メ

6一.



 鳴戸ワカメ加ユエ程ほ2=段=階Iに一分れ・、.原藻を灰千にする工程と,灰千した物を

 最終製品に仕上げ亨晒製工程とに分かれている。

 灰子工程は、刈取ったワカメの根株を除去し水切後羊歯。萱等をワカメの表

 面にト分にまぷし〔原藻10佃当η灰約2梅⊃地子又は縄搭けにて乾嫉後収納

 する。又,・中肋注3分乾き程度で2片に縦裂する。

 睦製一上程は=,'灰手製了収納後約10目以上経過したも'のを約1009づ工清

 水た浸し,一炭垂もみ攻り,更一に清水で涜い(此の操作は畢遼に行ないワガーメの

 準水膨醜鮒ち)固く鉢って縄掛け又雌上牝一て整形乾蝕了する(乾丁前I
 いら先ん一纏、二'ら下し二粒毎に字で軽く一もみ整形し'再度乾燥する⊃。'

 以上ワ汝メ加工について述べたが・この外絞.1〕ワカメ・率ワカ～,冷凍ワカメ

 或いはワカメを原料とする佃煮,菓子類に至るまで手の地域に特徴。ある製昂が生

 産さ㍗・観光士産品とtて・.早・.野類の持つ栄養が近時普及宣伝され㍗二ら現一
 在のヂ嗜㍗ツ少ヂ品としセフ,メ製品は轍通・需要増加方向にあ
 る。・

 一方,各県共ワカメ養殖の積極的普及による量産化に対処して生ワカメの貯蔵

 法,加工製品の綾色々素め一退色防一五怯等についての祷究が進められるたど日々研

 讃がなされている。

 本県の場合,,ワーカメ養殖の歴史も浅く未だ本県独特のワカメ製品は産出されて

 いないか・雫殖ワカメ。1適地性ヵ1らみて生干は年々増加の・方叩辿る≒とがア想
 されるの.セ素干製'品わ慣向上を図ろ一と共を先進地加工技射あ導入,'本県の特性を'

 活かした新規加工法の考案など利用慶を高め」層経済効果をあけるための努力が

 なされなければ汝ら在い。

参考文献

 わかめの利法!名の検討昭和争8年2月福井水試

70



 定置観測(l1月〕

養殖部

 旬平均水温。比重〔昼間溝潮時。表面〕

上

下

月平均

 水温℃.  比・.重.～5

 水・温

比重
平年
本年



 漁.場観測速報,(1,2月分〕

養殖部

1月分

2月一分

 涛嶋.j山に構内J。水成川1

 ド半ポ‡㌧耳羊
 1-不十丁汽Hテ汁÷一丁三二石
 r……!一…4…一一・一トー一一一ナー一…
 上エ杓い川に}い川11…

 一'■一一1…'一一一一'一一一
 ぽ暫皇.二〇エ上二止!.L'o進
 1一曲響■'一・・■・・1・

 ・○坪内:'月の月間水温は平均1戸.?.㍗.'リ叩範囲で・2月は1い5
 ・～・1い5㍗〕苧包囲で変動があり一一一・月・午,ら.1.郎か.け仙7・℃利水温
 σ〕降下雛は大であったが・1㍗ら子月・汗か㍗㍗大きな.水温低下は争られ
 なかつち日

 声た一月の最高水帥下旬∵・。・・最賃1水温は中旬・1・川・で
 2月の最高水温叩旬の'a58℃・・雫低は下旬の一・Z9ワ℃で㍗・lI.月下
 一旬には水温が上昇し,その後2月上句にほ再び水温が低下した。

 ○水成川:1月の月間水温は平均1a34～lZ白6℃の範囲で,ま土2月に



 は,16.04～16.呂?℃の一範囲で一俊化一一した。。水温の降下一は。12月.から1月

 にかけて1.・?℃差.1月から2月にかけて0.3～ユ.0℃で1～2月に中ふ傾度

 は.ゆるくなった二

 前年同期と比較すると一,1月は前半よりも約1℃高く,2月に.は2℃余.り高く

 一なっている。

 ○概況:全般的に1月水温ほ・16-1-7℃,星月15㌣16℃幸あるが昨年よ
 りも高目を示している。水温変化は単'調な下降を示さず・例年よりも高低の変動

 があるようである。

 長崎海洋気象台富月上旬発表の酋日一本一海況有報によ一ろ・と;昨年12月以来高

 めが続いていた中国大陸寿りでピ圭平年並に近・ずいてさてギろ。今後の海・衝水温
 は全般に平年並に近一ず之見込みと報三じ'ている。

 .2.月の漁靭況一

 漁一業I'蔀

 熱海・一I況'

 '表宙水温は裕一岸域・て一17℃台,'甑島海域で18.℃・台,一種子、'屈久近海で19

 }20℃含。ポイカ・ラ=。海域で・21一℃古宇示し,一例年に比べ沿岸域では僅か壮がら
 低目の所もみられたが,大体例年並に経過した。

 又沖合域で一も大体・例年並であった。

 I海嘉睡表1j也生種子・島商裏40IJ5二〇漣で星0ノツト内外の北家流がみられ,

 本流域は慶・久島轟都で前月上1う'甲』接岸,種子島策方そば前月同様迂回してお

 り一種字東方落岸瑛七=ぽ反涜によ一名渦流域が喜られ走;・一…一

 ・!σ一



 ※漁況

 薩南海域の旋網漁況は・前月に.引続き好漁て・同海域への出漁船は前年に比

 べ苧加トた。
 ・1筆不や水揚星川屯ア好漁年州年ヒギ・屯峠ずいれ
 舳種子・屋久海域での㍗{ご小サ1{・中11.口.㍗㍗中↑一1小十
 口)9増加による声のであった。

 又瞬域岬年同押1陣か㍗が.・神水揚≡壬前叩1舛叶サ
 1{(小サバ.〕'・が増加午、千1.㍗.イ=干・苧少な.す。ア、たξ午が1平㍗
 戸.午手釣の大卒帯咋芦呼立11場にレ=例年f比へぐ㍗1近海一≒出
 漁は少岬.つ牟.。..一..
 申ψ型卵.,昨年は・月下旬か.単トカラ海域で'操業もみられたが,今年は
 戸.月中の.トカラ海域での操業ほみられ犯かった。

業種
人港
愛数

水揚量
 (屯⊃

 了・ジ ムロ カククチ 他
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奄美短信

 合隼は暖冬裏変だといラ声を打消す如く・,3月に入ると当人・島にも2回目の

 〃あ.られ〃をみる事が出来ぺ寒波再到来一であったが・中旬以後気温の上昇を・みて

 壷き易い天候と変りつふある様だ。山々の木々は新緑に碑え益々山の奥深さを増
 し、又澄みきった海はそら〕青さを増し,サニノゴ礁,熱帯魚等σ〕色彩を鮮甲かにし

 ていく様である。3月より4月にかけて奄美の真の姿が次第に現われて来る様だ

 ボ,二それにつれて訪間老も目にみえて増していくのである。先日,沖永良部,考

 論と回って来たが,両島共上陸は3トン程のハシケで行なう訳であるが。与論で

 。).こと………定期船は古仁慶発一1壬時,尊論叢22蒔定時入港であった.、その後

 艀に・全員(50名程〕乗船し,一激しい風雨σ)中を岸壁に向一け進んだd.岸壁に5m

 程近ずいた時乗員過剰?為り.。.フキに座礁したのである納・・後進にエ..ソジソを
 回してもピタともしない為岸壁倒よりロープを取りlo名が一がりで引くがこれも一

 駄目,遂に四輪車が出て引くカ…離樵しそうもない。時間は刻一々と経過し午前1.時

 卑指し,牟員風雨にきらされ苦闘3一時間の後ボートを岸壁一。艀間た入れ1ら名程

 上陸した後艀は軽くな。甲つとの事離礁した次第であった。その乗乗客者の中に

 は子二.供,赤ソ塊,年寄が居合せたが全員濡れ鼠と泄り;後で思うと命取りにたり

 かねないとも曄6ない。老若男女を間わずこの一様な場面に島たると三リルどころ
 で吐く命がけである。一

 ところで・.奄美の誠一間客を統計よりみると4昌集塵11・?万2千人で色2年度と

 比較して30%増加しているが,内80%ぼ船利用である二即ち離島の交通機関

 は現状では未だ船便にあるとは誰.しも承知の事であるが,.港湾施設の完全な地区

 は郡内には。なく,年々訪問者が増加し奄美が認識されていく今日訪問者を受け入

 れる玄関口がこの・様社有様では離島ム違さをますます増してゆき第一印象を.悪く

 しているあではなかろうか,'訪問者の増加だけを解決策なしに手をIたふいて喜～二

 んでいいものか疑問である。

 水産に余り関係のない事で中し訳ないと思い意すが,港湾の余りにも無防傭な

 事に痛感した次第ですので……・・、

 〔K-K)
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業務概況

 §本場

漁業部
 O・2月14!ヨ～21日

 03月12日～i4目

 ○ミヨ」ヨ!8目～20目

 漁1揚開発一調萱(さつなん〕

 西海区水研プロツク漁海況予報会議出席

 南西海区水研ブロック漁海況予報会議出一席'

養殖部
 ○ノリ関係

1*.品種別生育比較試.験一

 *ノリ養殖指導:川内(3月1?日〕.鹿慶(3月11目j

 ○真珠貝関係

 *漁場観測:7ヨ隔。フジツボ,ポリドラ幼生の消長を継統調蚕中一。

*指定研売会議:三重県由立真珠研一究所

 ○イガイ調査

 月2回三成長・肥満度等を継統一調査争。
 ○了ワヒ採菌試験

 引続き飼育継統中。

 ○クルマエビ関係

 志布志港附近あ底棲動物調査(船曳網j

 0フジツボ防除試験

 引続さ継続中。

製造部

。

o

継続試験.

 ヌクレオチトー定量試.験,魚肉カード製造試験,調味タコ貯蔵試験。

 煮干片.口いわしを原叶とする珍味加工製造試験?
加工指導

 *ハマチくん製指導

13'



*池田湖産公魚加工摘'導

 *大口而こいこく企薬化指導

 ○当月技術相談来訪者

 総合加工場の設置'計画について外59名

調査部
 らマダイ着色試験一=

 武田楽晶亘1の依託に一よ一り一,黒稗地先の養殖マダイ(1尾平均1・佃〕3.OOO

 厘、を用いて401ヨ間の試験を実施。.

 O-Iかん水蓄養殖漁場適地調査

 坊泊漁協の麻川3川州日にわ㌃.1㍗r芦底岬平・潮
 流調査,水蜜調査な実施。

1)出張

*3月16川21日

 南茜海区'水研主催によ'ろ公審関係担当者会議出席'(高知〕

 *3」書24}28Ei

 本質及ぴ急病調査結果とりまとめ。(宮崎〕

 ・.3月2ら一27日

 ハマチ養殖技術指導一(内之一浦〕

 *3月2ら}29日

 指定水域調査打合せ及び公審担当老会議出席。(案京⊃一

 *3月27～29日

 クルマ;・ビ漁獲調査。(出水〕

 §大島分場

 。2月1.8日椎原援護課長来所.,I-I・=一.一一''

 t)2月2g～22日瀬戸内梅栽培漁業ゼン4二志布志事業場長
 愛知県渥美郡渥美町菜京大学水産曇験所大康雄踊民来所。

平田八郎氏

1生



o

o

o

 2月22一日熊本住宅金融公庫支所長.浜氏外2名来所見学。

 2月231ヨ宮原水産商工部長,領家観光課長等来所。

 3月?1ヨ淵付県観光物産鏡長来所。

 o.3月上旬

3月中旬

 各種資源調査〔淋永良部・考輪島.〕

蘇州浦底湖観測.
 海洋観測(大島海峡〕

製造係
0

0

0

 沿岸費源分布並びに利用状況調査(喜界島〕

 加工場〔加工器材〕整備

 キllソサイ加工試験

養殖係
 ○餌料生物培養継統

 ○マヘ稚貝管理

15目


